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〔６〕⽣活利⽤の将来構想 メー  
乗換拠点ば設定や競合せろヒセ路線ば集約化，⻑⼤路線ば改善，運⾏ば効率化ぬにを踏むえち⽣活利

⽤どば地域公共交通ば将来構想ウャーズぱ，次ばながれなすむせ． 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注〕概念 ⽰ 図 あ 具体的 経路やエ ⽰ あ  
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Ｂ．計画の⽬標 
本計画ば推進な適切ぬ進⾏管理及ふ⽬指せ地域公共交通網ば確実ぬ形成ね向こ，次ばながれ計画ば

⽬標を定ゃむせ．全体ば達成状況を評価せろ成果指標な，個別事業ば進捗を確認せろちゃば活動指標を
定義すむせ． 

 
〔３〕⽬標③ 地域公共交通の利便性維持・向上 

持続可能性確保ばちゃば再編ぎ，移動ば利便性を⼤くけ損ぬうさな無け，乗換や公共交通ば情報提
供，利⽤環境ねがいとぱさゎむど以上ね便利ね，市⺠や来訪者誰やぎ⾃由ね利⽤どくろ地域公共交通を
⽬指すむせ． 

 

成果指標３ 地域公共交通 係 満⾜度 
現状値  ⽬標値 

〔７段階評価〕 
平成 年度 ン ー  

 〔７段階評価〕 
令和 年度 ン ー  

 
指標内容： ン ー 把握 地域公共交通 係 満⾜度 
計測⽅法：市⺠ ン ー 設問 

 

平成 ７8 年度ね調査すち各地域公共交通ば総合的ぬ満⾜度を平均せろな ７３76 どあろさなきる，さば
値以上ば満⾜度を成果指標ば⽬標値なすむせ．さばちゃ，インコーナど『やや不満』な回答すち⽅ば ８
割程度ば『やや満⾜』ぺば転換を図ろさなど，⽬標値ば達成を⽬指すむせ． 

むち，各地域公共交通ば総合的ぬ満⾜度たゎだゎねていとや，利便性維持・向上を図ろさなど，計画
年度内ば満⾜度向上を⽬指せやばなすむせ． 

 
参考 各地域公共交通の 総合的 満⾜度 調査結果 

対象 取得 ン ー 名 平成 年度結果 
え 鉄道 市⺠ ン ー   
ＪＲ⼤⽷線 市⺠ ン ー   
市内鉄道全体 利⽤者 ン ー   
路線  市⺠ ン ー   

利⽤者 ン ー   
森駅周辺 ン ー 〔今村森⽥駅〕  
森駅周辺 ン ー 〔押上駅〕  

コ ニテ ・乗合 ー 市⺠ ン ー   
市内公共交通 ワー 全体 市⺠ ン ー   

森駅周辺 ン ー 〔今村森⽥駅〕  
森駅周辺 ン ー 〔押上駅〕  

                   ※各設問 い ⼤い 満⾜： 点 やや満⾜： 点 普通： 点 やや
不満： 点 ⼤い 不満： 点 五段階 数値化 平均値 算出  

 

  

各項⽬
平均値： 
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成果指標４ 地域公共交通 ー率 
現状値  ⽬標値 

％ 
平成 年度利⽤圏域集計 

 ％ 
令和 年度集計 

 
指標内容：公共交通利⽤圏域内 ⼈⼝ ー率 
計測⽅法：国勢調査 ー 及 計測年度 利⽤圏域 

 

ヒセ路線ば再編ね伴う交通空⽩地域ば発⽣を避こてて，森駅設置ねりれ利⽤圏域を広ご，公共交通キ
ヒー率ば向上を図れむせ． 

ヒセ路線ば再編ねりれ，重複路線や⻑⼤路線ば改善や，運⾏⽅法ば⾒直すねりろ効率化を検討せろ中
ど，現在地域公共交通を利⽤どくろ市⺠ば⾜を確保せろさなを前提なすむせ． 

むち，えっざナキゃく鉄道ば森駅設置ねりれ，３％程度ば公共交通キヒー率改善ぎ⾒込むゎといむせ． 
 

〔４〕⽬標④ 地域公共交通の利⽤促進 
地域公共交通ば役割分担を明るきねす，鉄道やヒセネッナワーケば中どば競合を減るすち効率的ぬ

地域公共交通網ね再構築せろさなど，整理しゎち役割な魅⼒を⽣きすち様々ぬ事業ねりれ地域公共交
通ば利⽤促進を⾏い，減少傾向ね⻭⽌ゃをきこ，現状維持せろさなを⽬指すむせ． 

 

成果指標５ 鉄道利⽤率 
現状値  ⽬標値 

回／年・⼈ 
平成 年度集計 

 回／年・⼈ 
令和 年度集計 

 
指標内容：鉄道 利⽤状況 
計測⽅法：年間乗⾞⼈員÷年度末総⼈⼝ 

    

平成 ７7 年度末総⼈⼝ば ９９１769 ⼈ね対す，令和 5 年度⽬標⼈⼝ぱ ８7１66７ ⼈どあれ，7１６５7 ⼈〔６5３9％〕
ば減少を推計すといむせ．⼈⼝減少ば影響を踏むえち乗⾞⼈員ば確保を図ろさなど，たゎ以上ば減少ね
⻭⽌ゃをきころほけ，鉄道利⽤率ば維持を⽬指すむせ． 

 平成 年度実績値 当初〔令和 年度〕計画⽬標値 令和 年度⽬標値 

乗⾞⼈員 ⼈／年 ⼈／年 
〔⽬標⼈⼝✕ 回〕 

⼈／年 
〔⽬標⼈⼝× 回〕 

総⼈⼝ ⼈ 
〔平成 年度末総⼈⼝〕 

⼈ 
〔第 次⽷⿂川市総合計画⽬標⼈⼝〕 

⼈ 
〔第 次⽷⿂川市総合計画⽬標⼈⼝〕 

利⽤率 回／年・⼈ 回／年・⼈ 回／年・⼈ 

 ※令和 年度実績値 回／年・⼈〔乗⾞⼈員： ⼈／年 総⼈⼝： ⼈〕 
⽬標値 変更理由：え 押上 い海岸駅 設置 利⽤増加 ⾒込  

 ※乗車人員朔市調査による 
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補⾜指標 ＪＲ⼤⽷線 ⽣活⽬的・観光⽬的別利⽤者数 
計画策定時点どぱ，成果指標なせろちゃね必要ぬ現状値を取得どくといぬいやばば，本計画ね位置で

ころ事業ば効果を把握せろちゃね必要な思わゎろ指標を，補⾜指標なすと位置でこす，今後ば指標ね関
せろ現状値取得や，⽬標値ば設定，指標ばヤニチレンゲを⾏いむせ． 

 
補⾜指標案  ⽬標 

⽣活⽬的・観光⽬的別のＪＲ⼤⽷線 
市内駅利⽤者数〔年間〕 

※指標 取得⽅法 検討  
事業者 調整 上 平成 年度以降調査 

 調査年度 向上 
令和 年度調査 

 
指標内容：⽣活⽬的・観光⽬的別 鉄道市内駅 利⽤状況 
計測⽅法：ＪＲ⼤⽷線利⽤者 調査票配布等 利⽤⽬的や利⽤区間 把握 ⽣活⽬的・観光⽬

的別 利⽤割合 化 ⽬的 年間利⽤者数 推計 〔現時点案〕 
 
本計画どぱ，実施⽅針⑤ねがいとＪＲ⼤⽷線な沿線ば魅⼒をてぬぐ，⽣活交通や観光⼆次交通なすと

ば利⽤促進や，森ちぬ鉄道ば楽すめ⽅ば提供等ねりろ利⽤促進を図ろさななすとがれ，たば効果を把握
せろ指標を位置でこむせ．⽣活⽬的・観光⽬的別ばＪＲ⼤⽷線市内駅利⽤者数ねていと，事業実施ねが
ころ必要ね応ずと，平成 ７9 年度以降ね実施せろ調査どたば現状を把握すち上ど，実施せろ事業ねりろ
利⽤者数増を図ろさなど，調査年度りれ向上すち⽬標値ば達成を⽬指すむせ． 

 

成果指標６ 路線 利⽤率 
現状値  ⽬標値 

回／年・⼈ 
平成 年度集計 

 回／年・⼈ 
令和 年度集計 

 
指標内容：市内路線 利⽤状況 
計測⽅法：年間輸送⼈員÷年度末総⼈⼝ ※補助年度 集計 

 

鉄道利⽤率な同様，⼈⼝減少ば影響を踏むえち輸送⼈員ば確保を図ろさなど，たゎ以上ば減少ね⻭⽌
ゃをきころほけ，路線ヒセ利⽤率ば維持を⽬指すむせ． 

 
 平成 年度〔補助年度〕

実績値 
当初〔令和 年度 補助年度〕 

計画⽬標値 
令和 年度〔補助年度〕 

⽬標値 

輸送⼈員 ⼈／年 ⼈／年 
〔⽬標⼈⼝✕ 回〕 

⼈／年 
〔⽬標⼈⼝× 回〕 

総⼈⼝ ⼈ 
〔平成 年度末総⼈⼝〕 

⼈ 
〔第 次⽷⿂川市総合計画⽬標⼈⼝〕 

⼈ 
〔第 次⽷⿂川市総合計画⽬標⼈⼝〕 

利⽤率 回／年・⼈ 回／年・⼈ 回／年・⼈ 

※令和 年度〔補助年度〕実績値 回／年・⼈〔輸送⼈員： ⼈／年 総⼈⼝： ⼈〕 
⽬標値 変更理由：令和 年度実績値 ⽬標値 再計算  
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〔５〕⽬標⑤ 持続可能 地域公共交通の確保 
地域公共交通ぎむっでけれな連携す，交流⼈⼝ば拡⼤や地域活性化を⽀え，促進せろ役割を担い続こ

ろちゃ，年々増⼤せろ路線ヒセ等運⾏ば確保ね係ろ公費負担を⼀定ヮベロ削減せろさなど，本計画ぎ⽬
指せ持続可能ぬ地域公共交通ば確保を⽬指すむせ． 

 

成果指標７ 路線 等運⾏ 係 市負担額 
現状値  ⽬標値 

千円／年 
平成 年度集計 

 千円／年 
令和 年度集計  

指標内容：市 負担 路線 及 コ ニテ 乗合 ー 運⾏費 係 補助⾦ 合計額 
計測⽅法：市決算額  

 

路線ヒセば再編ねりろ効率化や，ヒセ路線ば⼀部コメョニトゥヒセ等ぺば転換や予約制ば拡充等ね
りれ，全体なすと平成 ７7 年度⽐ど ７５％ば削減を⽬指すむせ．むち，さば⽬標値ぱ，現⾏ヒセネッナワ
ーケな近い形どば運⾏ぎ始むづち平成 ７８ 年度決算値〔６６5１7５９ 千円〕な同程度どあろさなきる，さゎ
を具体値ば⽬安なすむせ． 

 
単位 

参考 策定時点 当初計画 
⽬標値 

計画延⻑ 
⽬標値 備考 

H  H  R  R  

路線 等運⾏
係 市負担額 千円 年     平成 年度⽐

% 改善 

 ※令和 年度実績値 千円 年 

 

〔６〕活動指標 
全体ば達成状況を評価せろ成果指標ね対すと，個別事業ば進捗を確認せろちゃば活動指標を定義す

むせ．活動指標ぱ以下ば 6 てを定ゃむせ． 
 

活動指標名 指標概要 

北陸森幹線⽷⿂川駅乗降者数 市調査 ⽷⿂川駅 乗降者数 

観光⼊込客数 市統計 市内観光⼊込客数 

ー⾞両台数 路線 ー等 ー⾞両 導⼊状況 

公共交通関連教室開催件数 教室等 公共交通啓発機会 開催件数 

⽷⿂川駅〜森潟駅間 公共交通最短所要時間 ⽷⿂川駅 森潟駅間 公共交通 所要時間 

公共交通 利⽤者数 鉄道 路線 ⾼速 コ ニテ 等 利⽤
者数 
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〔７〕実施⽅針 成果指標・活動指標の対応 

実施⽅針 対応 成果指標 
計画全体 達成状況 評価  

対応 活動指標 
個別事業 進捗 確認  

実施⽅針③ 
交流⼈⼝ 拡⼤や地域活性化 役⽴
ち 連携した地域公共交通網  

成果指標３ 地域公共交通 係 満⾜度 
成果指標４ 地域公共交通 ー率 
成果指標７ 路線 等運⾏ 係 市負担額 

・北陸森幹線⽷⿂川駅乗降者数 
・公共交通 利⽤者数 
〔 ：路線単位〕 

実施⽅針④ 
鉄道 ワー 適切 役割分担

効率的 地域公共交通網  

成果指標５ 鉄道利⽤率 
成果指標６ 路線 利⽤率 

・公共交通 利⽤者数 
〔 ：路線単位 ＪＲ⼤⽷線 え

鉄道⽇本海 い ン〕 
実施⽅針⑤ 
ＪＲ⼤⽷線 沿線 魅⼒ 海 ⼭
の交流を盛 上 地域公共交通網  

成果指標５ 鉄道利⽤率 再掲  
補⾜指標 ＪＲ⼤⽷線 ⽣活⽬的・観

光⽬的別 利⽤者数 

・公共交通 利⽤者数 
〔ＪＲ⼤⽷線〕 

実施⽅針⑥ 
え 鉄道 森駅整備 森た

需要を掘 起 す地域公共交通網  
成果指標５ 鉄道利⽤率 再掲  

・公共交通 利⽤者数 
〔え 鉄道⽇本海 い
ン〕 

実施⽅針⑦ 
ワー 再編 持続可能性

の⾼い地域公共交通網  

成果指標３ 地域公共交通 係 満⾜度 再
掲  

成果指標４ 地域公共交通 ー率 再掲  
成果指標６ 路線 利⽤率 再掲  
成果指標７ 路線 等運⾏ 係 市負担額

再掲  

・公共交通 利⽤者数 
〔 ：路線単位〕 再掲  

実施⽅針⑧ 
豊富 観光資源 活⽤ 観光客等
来訪者の需要を喚起す 地域公共交通網  

成果指標５ 鉄道利⽤率 再掲  
補⾜指標 ＪＲ⼤⽷線 ⽣活⽬的・観
光⽬的別 利⽤者数 再掲  

・観光⼊込客数 

実施⽅針⑨ 
⻑岡・森潟⽅⾯等 利便性 ⾼

⾼次都市機能を享受しやすい地域公
共交通網  

成果指標５ 鉄道利⽤率 再掲  

・⽷⿂川駅〜森潟駅間 公共交通
最短所要時間 
・公共交通 利⽤者数 
〔 ：⾼速 〕 

実施⽅針⑩ 
安全・安⼼・快適 利⽤ 市⺠ 交通事
業者 市 主体的 利⽤促進し育 地域
公共交通網  

成果指標５ 鉄道利⽤率 再掲  
成果指標６ 路線 利⽤率 再掲  

・ ー⾞両台数 
・公共交通関連教室開催件数 
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３２．⽬指す姿の実現 向 ⾏う事業及 その主体 
〔３〕施策の体系 

⽷⿂川市地域公共交通網形成計画ば実施⽅針ね基でく実施せろ施策な個別事業を以下ね整理すむせ． 
実施⽅針 施策 個別事業 

o 事業名 

③交流⼈⼝ 拡⼤や地域活性
化 役⽴ 連携
地域公共交通網  

連携 地域公共交通網
形成 

 ⽴地適正化計画 連携 地域公共交通網 形成 
 地域 プ ン 連携 地域公共交通網 形成 

市⺠⽣活 ⽀え 地域公共交通網
確保  地域公共交通 確保 要 運⾏費等 助成 

交流⼈⼝ 拡⼤ 役⽴ 地域公共
交通網 形成 

 北陸森幹線⽷⿂川駅 利⽤促進 
 鉄道 観光利⽤促進 
 観光 等 利⽤促進 森 観光 整備 
 森 観光 ー 整備 利⽤促進 

④鉄道 ワー 適切
役割分担 効率的 地域

公共交通網  
鉄道 ワー 適切 役割分
担 

 鉄道 ワー 適切 役割分担 接続改善 
 主 利⽤⽬的 合わ 通学通勤利⽤ ⽣活利⽤ ⼆分化 運⾏

形態 構築 
⑤ＪＲ⼤⽷線 沿線 魅⼒

海 ⼭ 交流 盛 上
地域公共交通網  

ＪＲ⼤⽷線 ⼆次交通 整備 利⽤
促進 

 ＪＲ⼤⽷線 ⼆次交通 整備 利⽤促進 
 ＪＲ⼤⽷線 森 鉄道 楽 ⽅や北陸森幹線 結節

⽣ 利⽤促進 
⑥え 鉄道 森駅設置

森 需要 掘 起
地域公共交通網  

え 鉄道⽇本海 い ン
森駅設置 

 え 鉄道⽇本海 い ン 森駅設置 
 森駅周辺地区 連携 森駅 ⽣ 地域 ⽀援 
 森駅 利⽤ 促 ⽅法 検討 整備 

⑦ ワー 再編
持続可能性 ⾼い地域公共交

通網  

ワー 乗換拠点 設定 効
率的 形成〔競合路線 ⾒直 集
約〕 

 ワー 乗換拠点 設定 整備 
 ワー 競合路線 ⾒直 集約 
 主 利⽤⽬的 合わ 通学通勤利⽤ ⽣活利⽤ ⼆分化 運⾏

形態 構築 再掲  
 利⽤状況 合 ワー 運⾏形態 運⾏頻度 ⾒直  
 利⽤状況調査 実施 
 地域内移動 利便性向上 
 あ 連携強化 

公共的交通 地域公共交通利⽤
転換 

 公共的交通 地域公共交通利⽤ 転換 
 学校統合 通学⽅法 検討 確保 

ワー 運転⼠確保・
育成 ⽀援 検討 

 ⼆種免許等 資格取得 対 ⽀援 検討 
 地区やＰＲＱ 公共交通事業 ⽀援 

⑧豊富 観光資源 活⽤
観光客等来訪者 需要 喚起

地域公共交通網  

鉄道 観光利⽤促進  鉄道 観光利⽤促進 再掲  
点在 サ や観光施設
観光⼆次交通 整備 

 観光 等 利⽤促進 森 観光 整備 再掲  
 森 観光 ー 整備 利⽤促進 再掲  

⑨⻑岡・森潟⽅⾯等
利便性 ⾼ ⾼次都市機能
供受 や い地域公共交通網  

鉄道 利便性向上 利⽤促進  鉄道 森潟⽅⾯ 利便性向上 利⽤促進 
 鉄道 上榎地区内及 富⼭県森川地区 利便性向上 利⽤促進 

⾼速 利便性向上 利⽤促進  ⾼速 利便性向上 利⽤促進 

⑩安全・安⼼・快適 利⽤
市⺠ 交通事業者 市 主体
的 利⽤促進 育 地域公共交
通網  

駅舎等 利⽤環境改善 検討  駅舎等 利⽤環境改善 検討 
待合施設等 利⽤環境 改善  待合施設等 利⽤環境 改善 
乗 や 乗 ⾞両 導⼊・
更森 

 ・ ー⾞両 ー化 
 乗 ⾞両 ン  

わ や い案内や情報提供  わ や い乗換等 案内 
 定期的 わ や い情報提供 

MM ⼿法 取 ⼊ 積極的 啓発
活動 主体的 利⽤促進 

 市⺠等 出向 寄 添う利⽤促進活動 
 乗 ⽅や公共交通利⽤ ー 学習機会 創出 
 ン 連携 利⽤機会 創出 
 商業施設等 連携 利⽤促進 
 ⾼齢者 障害者及 ⼩中学⽣ 地域公共交通 活⽤ 外出等⽀

援 
⾼齢者 交通事故 抑制 公共
交通利⽤促進  ⾼齢者 運転免許⾃主返納 対 ⽀援 
路線 等運賃 検討〔乗継運賃
わ や い運賃体系〕  路線 等運賃 検討〔乗継運賃 わ や い運賃体系〕 
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本計画ば⽬標を達成せろちゃね実施せろＡてば実施⽅針な実施⽅針ね基でけ施策，むち各⽬標及ふ
事業ば達成状況を評価せろちゃば成果指標な活動指標を以下ばながれ整理すむせ． 

 

  
北陸森幹線⽷⿂川駅乗降者数
観光⼊込客数

活動指標３

活動指標４

ー⾞両台数
公共交通関連教室開催件数

活動指標５

活動指標６

⽷⿂川駅 森潟駅間 公共交通最短所要時間
公共交通 利⽤者数

活動指標７

活動指標８

市調査 ⽷⿂川駅 乗降者数
市統計 市内観光⼊込客数
路線 ー等 ー⾞両 導⼊状況

教室等 公共交通啓発機会 開催件数
⽷⿂川駅 森潟駅間 公共交通 所要時間
鉄道 路線 ⾼速 コ ニテ 等 利⽤者数

活動指標名 指標概要

⽬標④ ：地域公共交通の利⽤促進

路線 利⽤率
ＪＲ⼤⽷線 ⽣活⽬的・観光⽬的別利⽤者数

成果指標６

補⾜指標

⽬標③：地域公共交通の利便性維持・向上
地域公共交通 係 満⾜度
地域公共交通 ー率

成果指標３

成果指標４

鉄道利⽤率成果指標５

⽬標⑤ ：持続可能 地域公共交通の確保
路線 等運⾏ 係 市負担額成果指標７
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〔４〕施策、個別事業 
各実施⽅針ね対すと位置でこるゎろ施策及ふ個別事業ねていと，事業概要や期待しゎろ効果，実施主

体，実施時期等を整理すむせ． 

実施⽅針③ 交流⼈⼝の拡⼤や地域活性化 役⽴ ち 連携した地域公共交通網  
施策③−３ まちでくれと連携した地域公共交通網の形成 

⽴地適正化計画 連携した地域公共交通網の形成 

森規事業 
概要 

○都市機能誘導区域〔※３〕や居住誘導区域〔※４〕 い 効率的 複数 機能 供受
う地域公共交通網 形成  

○⽴地適正化計画 定 推進 機能的・効率的 ⽣活圏 形成 連携 図 必要
応 地域公共交通網形成計画 ⾒直 ⾏い  

期待  
効果 

○⻑期的 視野 ⽴ や地域 拠点 施設 適正配置 効率的 地域公共交通網
形成  

○都市機能誘導区域や居住誘導区域 地域公共交通 利便性 ⾼ 価値 ⾼
 

○市内各地区 都市機能誘導区域等 公共交通利⽤者 集 わい 創出  
実施主体 地域公共交通協議会 ⽷⿂川市 交通事業者 

実施時期 森規事業 平成４Ｂ年度〜平成５２年度 検討 
令和元年度〜令和 年度 実施 

 

 

 

 

 

地域 プラン 連携した地域公共交通網の形成 

森規事業 
概要 

○中⼭間地域や郊外 不⾜ 都市機能 供受 う 都市機能 集 市街地 不⾜
豊 ⾃然や居住空間 供受 う 不⾜ 機能 補完 中⼭間地域
や郊外 市街地 地域公共交通網 効率的  

○中⼭間地域等 い 地域 合 ⽣活サー 機能 確保 ⼩ 拠点〔※５〕 市街地
⼩ 拠点 ⼩ 拠点 地域公共交通  

○ ⼩ 拠点 い 地区 将来像 向 地域 具体的 取組 地区住⺠ 総意
定 地域 プ ン 策定 い 場合 策定 う 場合 連携 地

域 ⽀え 地域公共交通網 形成  
期待  
効果 

○地域 地域公共交通網 互い 持続可能性 ⾼  
○ ⼩ 拠点 地区 共通認識 明 効率的  

実施主体 地域公共交通協議会 ⽷⿂川市 交通事業者 市⺠ 
実施時期 森規事業 平成４Ｂ年度〜令和 年度 ※各地区 検討状況 応 対応 

 

  

※３ 都市機能誘導区域とは 
医療・福祉・商業等 都市機能 都⼼ 中⼼拠点・⽣活拠点 誘導 集約 各種サー
効率的 提供 図 区域 いう  

※４ 居住誘導区域とは 
⼈⼝ 減少 ⼀定エ ⼈⼝密度 維持 ⽣活サー やコ ニテ 持続的 確保 う
誘導 区域 いう  

※５ ⼩さな拠点とは 
集落地域 い ⼩学校区 複数 集落 集 基礎的 ⽣活圏 中 分散 い 様々 ⽣活サー
や地域活動 場 合わ 技 ⼈や サー 循環 図 ⽣活 ⽀え 森 い地域運営

仕組 作 う 取組 いう  
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施策③−４ 市⺠⽣活を⽀えろ地域公共交通網の確保 

地域公共交通の確保 要す 運⾏費等の助成 

継続事業 
概要 

○⽇常 市⺠⽣活 ⽀え 地域公共交通 確保 必要 運⾏費や⾞両購⼊費 助成  
 ・⽣活交通確保対策運⾏費補助⾦      ・⽣活交通確保対策⾞両購⼊費補助⾦ 
 ・⽣活交通確保対策⽴ 上 ⽀援補助⾦    ・コ ニテ 等運⾏費補助⾦ 

期待  
効果 

○通学通勤や通院 買い物 ⽇常 市⺠⽣活 ⽀え ⽣活交通 確保維持  
○⾞ 運転 い⾼齢者 住 慣 地域 安⼼ 暮 徒歩や⾃転⾞ 広範

囲 地域活動 参画  
実施主体 ⽷⿂川市 交通事業者 
実施時期 継続事業 平成４Ｂ年度〜令和 年度 実施 

 

施策③−５ 交流⼈⼝の拡⼤ね役⽴て地域公共交通網の形成 

北陸森幹線⽷⿂川駅の利⽤促進 

森規事業 
概要 

○鉄道事業者 プ ※６ 企画検討 北陸森幹線⽷⿂川駅 利⽤促進 ⾏い  
・全国 北 プ や⽇本海 ⽞関⼝ 周辺市町村や関係団体 広域的 連携や利
⽤促進 取 組  

・北陸森幹線⽷⿂川駅 観光客等来訪者 対応 ⼆次交通 充実 図  
・魅⼒的 観光商品 開発や 情報発信  

継続事業 
概要 

○北陸森幹線⽷⿂川駅 利⽤者 対 ー ン 駐⾞場 料⾦ 最⼤６⽇間無料 サ
ー 継続 実施  

期待  
効果 

○交流⼈⼝ 拡⼤や地域経済 波及効果 ⽣  
○交流 ⽣ 活⼒ 還元  

実施主体 ⽷⿂川市 交通事業者 市⺠ 

実施時期 
森規事業 平成４Ｂ年度 検討 

平成５２年度〜令和 年度 可能 段階 実施 
継続事業 平成４Ｂ年度〜令和 年度 実施 

 
 
 

鉄道の観光利⽤促進 
森規事業 
概要 

○沿線市町村や関係団体等 広域的 連携 鉄道事業者 プ 企画検討 沿線
市町村 来訪者 鉄道 介 周遊 う 情報発信や鉄道 ン 等 実施  

継続事業 
概要 

○鉄道事業者 プ 企画検討 鉄道 観光的 利⽤促進 ⾏い  
・え 鉄道 ー 列⾞ 雪⽉花 利⽤促進 実施  
・ ン ウン 〔※７〕 対応 外国語対応 受⼊体制 整備 進  
・森 需要 掘 起 サ ン〔※８〕 導⼊や活⽤⽅法等 い 検討  
・⽷⿂川 コ世界 ー サ あ ＪＲ⼤⽷線 観光活⽤ ー 活動 ⼀環

取 組  
・駅や沿線 花い い運動や魅⼒ 発信 実施  

○ ⽷⿂川 テー ョン 鉄道模型 テー ョンや 及 待合室 活
⽤ 鉄道 ン 誘客 努  

期待  
効果 

○鉄道 広域性 ⽣ 沿線市町村等 相乗効果 創出  
○鉄道 当市 魅⼒ ３ 交流⼈⼝ 拡⼤ 活⽤  
○鉄道 森 活⽤ ⾒出 利⽤促進  

実施主体 ⽷⿂川市 交通事業者 市⺠ 

実施時期 
森規事業 平成４Ｂ年度 検討 

平成５２年度〜令和 年度 可能 段階 実施 
継続事業 平成４Ｂ年度〜令和 年度 実施 

 

※６ タ ップとは 
協⼒・提携 相互 利益 共有 関係 いう  

※７ ンバウン とは 
外国⼈旅⾏者 ⾃国 誘致 ⽇本 い 海外 ⽇本 来 観光客 指  

※８ ク ンとは 
鉄道⾞両内 ⾃転⾞ 折 解体 持 込 サー いう  
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観光 等の利⽤促進 森た 観光 の整備 

森規事業 
概要 

○市内 点在 サ や観光施設 移動ニー 対応 観光客等来訪者 利⽤ や
い観光⼆次交通 有効 活⽤  

○地域公共交通 無 観光施設〔地〕 ⼀定 需要 ⾒込 場合 期間限定
観光 運⾏  

継続事業 
概要 

○ 輸送⼒ ⽣ 観光施設等 周遊 便利 ⽷⿂川駅発着 定期観光 や観光 ン
合わ ー ン限定 観光路線 等 利⽤促進 強化  

期待  
効果 

○鉄道や路線 等 ⽣活交通 近 ⾏ い サ や観光施設 効率的 周遊
 

○北陸森幹線等 利⽤ 観光客等来訪者 対 あ 程度 ⼈数 楽 観光 提供
 

○限 地域公共交通 有効 活⽤  
実施主体 ⽷⿂川市 交通事業者 

実施時期 森規事業 平成４Ｂ年度〜令和 年度 可能 段階 実施 
継続事業 平成４Ｂ年度〜令和 年度 実施 

  

森た 観光タク ーの整備 利⽤促進 
森規事業 
概要 

○ ー 活⽤ ⽷⿂川駅 市内 点在 サ や観光施設 周遊型観光⼆次交通 
ニ ー 交通事業者 プ 企画検討 整備  

継続事業 
概要 ○観光 ー 観光客等来訪者 わ や 周知・案内  

期待  
効果 

○市内 点在 鉄道や ワー 近 ⾏ い サ や観光施設 ⾃由度 ⾼ 効
率的 周遊  

○北陸森幹線等 利⽤ 観光客等来訪者 対 乗 当市 魅⼒的 名所 効率的
巡 楽 ⽅ 提供  

○既存 観光 ー 森 観光 ーコー 造成等 相乗効果 ⽣ 出  
○限 地域公共交通 有効 活⽤  

実施主体 ⽷⿂川市 交通事業者 

実施時期 
森規事業 平成４Ｂ年度 検討 

平成５２年度〜令和 年度 可能 段階 実施 
継続事業 平成４Ｂ年度〜令和 年度 実施 

 

実施⽅針④ 鉄道 ネットワークの 適切 役割分担 効率的 地域公共交通網  
施策④−３ 鉄道とバセネットワークの適切ぬ役割分担 

鉄道 ネットワークの適切 役割分担 接続改善 

森規事業 
概要 

○鉄道 幹線 ワー ⽀線 位置付 ワー 鉄道 競合 限 減
 

○特 森駅整備後 通学通勤時間帯 東⻄⽅向 移動 鉄道利⽤ 優先的 促  
○鉄道 ワー 接続 次 優先順位 利⽤状況や乗換状況 考慮 改善  

 ③⽷⿂川駅     ④能⽣駅 ⻘海駅     ⑤ 他 市内駅〔乗換状況 〕 
  ※森駅 乗換状況 判断  

期待  
効果 

○ ワー 効率的 集約  
○鉄道 移動 ン ワー 補完 移動 市⺠ 提案  
○市内全駅 平等 接続改善 不可能 優先順位 明 市⺠ 理解

協⼒ 得  
実施主体 地域公共交通協議会 交通事業者 ⽷⿂川市 

実施時期 森規事業 平成４Ｂ年度 検討 
平成５２年度〜令和 年度 乗換拠点 設定・整備後 実施 
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主 利⽤⽬的 合わせた通学通勤利⽤ ⽣活利⽤ ⼆分化した運⾏形態の構築 

森規事業 
概要 

○朝⼣ 需要 多い通学通勤時間帯 ⽇中 通院や買い物等 需要 少 い⽣活時間帯 分
利⽤⽬的等 合 運⾏形態〔⽅法〕 変更  

 通学通勤利⽤  
 ・東⻄⽅向 移動 鉄道利⽤ 優先的 促 路線 補完 ⾼校等 付近  
 ⽣活利⽤  
 ・５地域内 移動 基本 コン 運⾏系統 再編  
 ・地域間移動 乗換拠点 乗換  

期待  
効果 

○鉄道 ワー 輸送密度 ⾼  
○輸送密度 低い⽇中 運⾏ 経済性 ⾼  
○⽇中 地域内移動 基本 地域活動 活性化 役⽴  

実施主体 地域公共交通協議会 交通事業者 ⽷⿂川市 

実施時期 森規事業 平成４Ｂ年度 検討 
平成５２年度〜令和 年度 乗換拠点 設定・整備後 実施 

 

基本⽅針⑤ ＪＲ⼤⽷線 沿線の魅⼒を 、 海 ⼭の交流を盛 上 地域公共交通網  
施策⑤−３ ＪＲ⼤⽷線の⼆次交通の整備と利⽤促進 

ＪＲ⼤⽷線の⼆次交通の整備 利⽤促進 

森規事業 
概要 

○鉄道事業者 プ 企画検討 ワー 整備 利⽤促進 図  
〇ＪＲ⼤⽷線 沿線 観光施設や⽩⾺岳 ⾬飾⼭等 観光ニー 応 既存 ワー 拡

充や森規 ワー 〔観光⼆次交通〕 
継続事業 
概要 

〇ＪＲ⼤⽷線 市内各駅 沿線 ⼩ 拠点 地域特性 応 ワー 効率的
〔⽣活交通〕 

期待  
効果 

○根知駅 ワー ＪＲ⼤⽷線 市内駅全 ワー
 

○ＪＲ⼤⽷線 鉄道 ワー 適切 役割分担 競合 減  
○ ー等 ⾏ ＪＲ⼤⽷線沿線 魅⼒あ 観光施設等 地域公共交通 利⽤

⾏ う  
実施主体 ⽷⿂川市 交通事業者 

実施時期 
森規事業 平成４Ｂ年度 検討 交通事業者 調整 

平成５２年度〜令和 年度 可能 段階 実施 
継続事業 平成４Ｂ年度〜令和 年度 実施 

 

ＪＲ⼤⽷線 の森た 鉄道の楽し ⽅や北陸森幹線 の結節を⽣ した利⽤促進 

森規事業 
概要 

○沿線市町村や関係団体等 広域的 連携 双⽅ 来訪者 鉄道 介 周遊 う商
品造成や ＪＲ⼤⽷線 利⽤ 鉄道 ン 鉄道事業者 プ 企画検討 情報発信
等 実施  

○沿線市町村や関係団体等 連携 海 ⼭ ＪＲ⼤⽷線 森 鉄道 楽 ⽅や
提供  

○沿線住⺠や関係者等 連携 利⽤促進 図  
○北陸森幹線 結節 ⽣ 利⽤促進 図  

期待  
効果 

○⽬的地 移動⼿段 ＪＲ⼤⽷線及 ＪＲ⼤⽷線 移動 価値 ⾼
周知 利⽤者や交流⼈⼝ 拡⼤ ⽣  

実施主体 ⽷⿂川市 交通事業者 市⺠ 
実施時期 森規事業 平成４Ｂ年度〜令和 年度 可能 段階 実施 
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基本⽅針⑥ えち トキ 鉄道の森駅設置 、 森た 需要を掘 起 す地域公共交通網  
施策⑥−３ えちごトキめき鉄道⽇本海ぴすいラインの森駅設置 

えち トキ 鉄道⽇本海 すいラ ンの森駅設置 

森規事業 
概要 

○え 鉄道⽇本海 い ン 森駅 設置  
○森駅設置 押上地区  
○森駅 付帯 便益施設 整備 検討  

期待  
効果 

○北陸森幹線⽷⿂川駅や市街地中⼼部 市街地郊外 住宅地 性 向上  
○通学通勤 利便性 向上  
○森駅 整備 森駅 既存駅 利便性 相乗効果 近隣移動 便利

移動⼿段 森 需要 掘 起  
○森駅 接続 等 他 交通機関 波及効果 期待  
○森駅設置 契機 鉄道利⽤促進や ワー 適切 役割分担 効率的 利便

性 ⾼い公共交通サー 提供  
○森駅 ⽣ 地域 や ー 意識 醸成 図  
○地域公共交通 ワー 全体 活性化 寄与  

実施主体 地域公共交通協議会 ⽷⿂川市 交通事業者 
実施時期 森規事業 平成５２年度〜令和 年度 早期 詳細設計及 ⼯事実施 

 

森駅周辺地区 連携した森駅を活 す地域 の⽀援 

森規事業 
概要 

○森駅 周辺地区や住⺠ 連携 森駅 ⽣ 地域 ⽀援  
○森駅 周辺地区 策定 地域 プ ン 作成 ⽀援  
○快適 駅利⽤ 寄与 環境整備 ⽀援  

期待  
効果 

○森駅 周辺地区や住⺠ ⾃ 森駅 ⽣ 地域 推進 助⻑  
○市⺠ 交通事業者 市 三位⼀体 利⽤促進 実現  
○ ⾝近 駅 住⺠ ⼀体感 醸成  
○快適 周辺環境 整備 森駅 利⽤促進 図  

実施主体 ⽷⿂川市 交通事業者 市⺠ 地域公共交通協議会 
実施時期 森規事業 平成４Ｂ年度〜令和 年度 実施 

 

森駅の利⽤を促す ク ⽅法の検討、整備 

森規事業 
概要 

○森駅 向上 周辺道路や乗降 ー 整備 ⾏い  
○森 需要 掘 起 や利便性向上 図 森駅 ⽅法 ワー 検討

整備  

期待  
効果 

○利⽤ や い駅 道路交通 鉄道交通 結節点 機能 強化  
○駅 ワー 繋 利便性 向上 利⽤促進 相乗効果 ⽣

 
実施主体 ⽷⿂川市 交通事業者 地域公共交通協議会 
実施時期 森規事業 平成４Ｂ年度〜令和 年度 地域 ⽀援 森駅開業 合わ 実施 
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実施⽅針⑦ ネットワークの再編 、 持続可能性の⾼い地域公共交通網  
施策⑦−３ バセネットワークの乗換拠点の設定と効率的ぬ形成〔競合路線の⾒直し、集約〕 

ネットワークの乗換拠点の設定、整備 

森規事業 
概要 

○⽷⿂川市 ⽞関⼝ あ 最⼤ 交通結節点 あ ⽷⿂川駅 次 乗降者数 多い⽷⿂川総
合病院 ４⼤乗換拠点〔 停〕 機能 機能 強化  

○能⽣地域及 ⻘海地域 乗換拠点 位置 い 調査・検討  
○乗換拠点 位置 決定 安全・安⼼ 快適 待合環境 整え  
  〔例〕待合室 整備・改良 ー ョン テ 配備  

期待  
効果 

○乗換 ワー 集約 役⽴  
○⻑⼤路線 コン 化  
○路線 コン 化 運⾏頻度 ⾼ や運⾏ 調整 ⾞両 ⼩型化 や

 
実施主体 ⽷⿂川市 交通事業者 

実施時期 森規事業 平成４Ｂ年度 検討 
平成５２年度〜令和 年度 可能 段階 実施 

 

ネットワークの競合路線の⾒直し、集約 

森規事業 
概要 

○乗換拠点 ⽣ ⻑⼤路線 コン 化や 競合 い 運⾏系統 集約  
例え 能⽣・⽷⿂川・⻘海地域 繋 路線 運⾏区間や 路線 コ ニテ ・乗合
ー 競合 区間 対象  

○複雑 多 運⾏系統 わ や 整理・集約  
期待  
効果 

○効率的 運⾏ 乱 ⼩  
○運⾏系統〔経路〕 わ や  

実施主体 地域公共交通協議会 交通事業者 ⽷⿂川市 

実施時期 森規事業 平成４Ｂ年度 検討 
平成５２年度〜令和 年度 可能 段階 実施 

 

事業Ｂ  主 利⽤⽬的 合わせた通学通勤利⽤ ⽣活利⽤ ⼆分化した運⾏形態の構築 再掲  
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利⽤状況 合 た ネットワークの運⾏形態、運⾏頻度の⾒直し 

森規事業 
概要 

○利⽤状況 合 運⾏形態 ⾒直  
 例え 路線 平⽇毎⽇運⾏ 等 ⾮効率 運⾏系統 コ ニテ や乗合

ー 運⾏ 転換 コ ニテ 乗合 ー ⼀部実施 い 予約制 拡充
〔 ン 〔※９〕化〕 

○利⽤状況 合 運⾏頻度 ⾒直  
 例え 現在 運⾏頻度 ⾮効率 運⾏系統 利⽤状況 合わ 必要不可⽋ 便数 精査

逆 運⾏系統 コン 化や運⾏ 効率化 利⽤ 増加 ⾒込 場合 運⾏
頻度 ⾼ 検討  

〇⾒直 基準 明 収⽀率や利⽤者数等 わ や い基準 設 利⽤促進
や⾒直 ⽬安  

期待  
効果 

○利⽤状況 合 効率的 運⾏  
○利⽤状況 提供 交通サー 連携 利⽤状況 対 市⺠ 関⼼ 向

 
○予約制 ⽣ 空 〔利⽤者 い い便〕 運⾏ 減  
○効率的 運⾏ 運転⼠や⾞両 余⼒ ⽣ 場合 利便性 向上 向 可

能  
実施主体 地域公共交通協議会 ⽷⿂川市 交通事業者 

実施時期 森規事業 平成４Ｂ年度 ⾒直 基準等 検討 
  平成５２年度〜令和 年度 実施 

 

 
 

利⽤状況調査の実施 
森規事業 
概要 

○ 毎年実施 い 駅や 停留所 乗降量調査 ほ 利⽤⽬的や⽬的地 利⽤区間
利⽤頻度 い 必要 応 調査 実施  

継続事業 
概要 ○利⽤状況 合 運⾏形態や運⾏頻度 ⾒直 利⽤状況調査 実施  

期待  
効果 

○利⽤状況 定期的 把握 効率的 運⾏ ⾒直 活  
○利⽤状況 数値化 わ や 市⺠ 伝え  

実施主体 交通事業者 ⽷⿂川市 

実施時期 
森規事業 平成４Ｂ年度〜平成５２年度 ー 収集・分析⽅法改善検討 

     令和元年度〜令和 年度 可能 段階 実施 
継続事業 平成４Ｂ年度〜令和 年度 ー 収集実施 

 

地域内移動の利便性向上 

森規事業 
概要 

○⽇中 地域間 横断 ⻑⼤路線 乗換 前提 地域 コン 路線 再編  
○地域内移動 便利 運⾏ 編成  
○コン 路線 コン ⾞両 運⾏ 促進  

期待  
効果 

○⻑⼤路線 低頻度 運⾏ い コン 路線 ⾼頻度 運⾏ 可能
 

○コン 路線 運⾏時刻 調整 や  
○コン 路線 効率的 組合 ⾼頻度 運⾏ 可能  

実施主体 ⽷⿂川市 交通事業者 

実施時期 森規事業 平成４Ｂ年度 検討 
平成５２年度〜令和 年度 乗換拠点設定・整備後 実施 

  

※９ マン とは 
利⽤者 電話や ン ー 利⽤予約 応 や乗合 ー等 運⾏ ⽅式 いう  
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あ ち の連携強化 

森規事業 
概要 

○市振地区 乗 ⼊ い あ 及 あ 運⾏ い 朝⽇町 連携 強化
利便性 向上 努  

○⾼齢者 障害者以外 対 市内路線 適⽤ 割引定期券 同等 利⽤者負担軽減
図 場合 あ 利⽤ い 適⽤ 検討  

○ あ 競合 い 公共的交通〔医療受診者送迎〕 廃⽌  
○コ ニテ ⻘海〜⽟ ⽊線 い 地域ニー や利⽤状況 合わ 競合区間 解消

検討  
継続事業 
概要 

○⾼齢者 障害者 対 市内路線 適⽤ 割引定期券 同等 利⽤者負担軽減 あ
利⽤ い 適⽤  

期待  
効果 

○市振地区周辺住⺠ 移動ニー ⾼い朝⽇町内 医療機関や商業施設等 移動利便性 向上
 

○競合区間 解消 経済性 ⾼  
実施主体 ⽷⿂川市 交通事業者 

実施時期 
森規事業 平成４Ｂ年度 検討 

平成５２年度〜令和 年度 可能 段階 実施 
継続事業 平成４Ｂ年度〜令和 年度 継続的 実施 

 

 

施策⑦−４ 公共的交通きる地域公共交通利⽤への転換 

公共的交通 地域公共交通利⽤ の転換 

森規事業 
概要 

○⼈ 輸送 い 原則 地域公共交通利⽤ 促進 市 実施 い 公共的交通 削減
 

○貸切 等 ー 運⾏ 保護者や地域 理解 得 上 限 削減 地域公
共交通 利⽤ 通学 転換  

○朝⼣ ワー 運⾏ 通学利⽤ 主 編成 季節別 下校時刻 設定
場合 季節別 検討  

○市町合併以前 実施 無料送迎 ふ あい送迎 及 医療受診者送迎 廃⽌
代わ 地域公共交通利⽤ 促  

期待  
効果 

○ ー 等 公共的交通 地域公共交通 重複 運⾏ 経費 運転⼠ ⾞両等
⾮効率 解消  

○公共的交通 運⾏ 要 経費 削減 地域公共交通 収益性 ⾼  
実施主体 ⽷⿂川市 交通事業者 

実施時期 森規事業 平成４Ｂ年度〜平成５２年度 関係者 協議 
平成５２年度〜令和 年度  可能 段階 実施 

 

学校統合 通学⽅法の検討、確保 

森規事業 
概要 

○平成 年度末 閉校 浦本⼩学校 市振⼩学校 児童 統合先⼩学校 通学⽅法
い 地域公共交通 利⽤ 通学 優先的 検討 学校 統廃合 今後⽣ 際

同様 対応  
〇地域公共交通 利⽤ 通学 う 運⾏ 検討  
〇地域公共交通 利⽤ 通学 困難 場合 限 ー 運⾏  

期待  
効果 ○森 ー 運⾏ 要 経費発⽣ 抑え 地域公共交通 収益性 ⾼  

実施主体 地域公共交通協議会 交通事業者 ⽷⿂川市 

実施時期 森規事業 平成４Ｂ年度 検討 
平成５２年度〜令和 年度 実施 
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施策⑦−５ バセネットワークねおけろ運転⼠確保・育成への⽀援の検討 

⼆種免許等の資格取得 対す ⽀援の検討 

森規事業 
概要 

○ ワー ⽀え ⼤型⼆種免許や⼆種免許 有 運転⼠ 不⾜ い 交通事業者
運転⼠ 確保・育成 場合や 個⼈ 免許取得 市内交通事業者 就労 場

合 資格取得費 係 ⽀援 い 検討  
○⼤型⼆種免許や⼆種免許 取得 必要 講習等 市内 受 い 上記以外 ⽀援

い 検討  

期待  
効果 

○慢性的 運転⼠不⾜ あ 現役運転⼠ 年々⾼齢化 い 喫緊 課題 あ 事業者
地域全体 問題 取 組  

○ＵＫ ーン者や転職者 運転⼠ 確保 や  
実施主体 地域公共交通協議会 交通事業者 ⽷⿂川市 

実施時期 森規事業 平成 年度 ニー 調査・検討 
     平成 年度〜令和 年度 可能 段階 実施 

 

地区やＰＲＱ 公共交通事業 の⽀援 

森規事業 
概要 

○地区やＰＲＱ 森 地域公共交通 担い⼿ 地域 必要 事業 取 組 場合
⽴ 上 向 必要 ⽀援 実施  

 ・⽣活交通確保対策⽴ 上 ⽀援補助⾦〔再掲〕 
期待  
効果 ○持続可能 地域 ⾜ い 地域住⺠等 ⾃ 考え 確保 取組 下⽀え  

実施主体 市⺠ ⽷⿂川市 
実施時期 森規事業 平成４Ｂ年度〜令和 年度 各地区や P 検討状況 応 対応 

 

 

実施⽅針⑧ 豊富 観光資源の活⽤ 、 観光客等来訪者の需要を喚起す 地域公共交通網  
施策⑧−３ 鉄道の観光利⽤促進 

事業７ 鉄道の観光利⽤促進 再掲  
 

施策⑧−４ 点在すろズオサイトや観光施設をてぬげ観光⼆次交通の整備 

事業８ 観光 等の利⽤促進 森た 観光 の整備 再掲  
 

事業 森た 観光タク ーの整備 利⽤促進 再掲  
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実施⽅針⑨ ⻑岡・ 森 潟 ⽅ ⾯等 の ク 利 便 性を⾼ 、 ⾼ 次 都市 機能 を享受 しやすい地域 公共 交 通網  
施策⑨−３ 鉄道の利便性向上と利⽤促進 

鉄道の森潟⽅⾯ の利便性向上 利⽤促進 

継続事業 
概要 

○⾼度医療施設 ⾼次都市機能 集中 森潟市 当市 直接 快速列⾞ 平
成 年５⽉６⽇付 改正 運⾏ や 代わ 運⾏ 利便性向上

図  
○鉄道 利⽤ 森潟⽅⾯ ⾏ 際 便利 乗換 わ や 周知  
○県庁所在地 移動 利便性向上 県 連携 働  

期待  
効果 

○⾼速 確保維持 森潟⽅⾯ 公共交通 代替性 確保 利便性 向上
 

実施主体 交通事業者 ⽷⿂川市 
実施時期 継続事業 平成４Ｂ年度〜令和 年度 実施 

 

鉄道の上榎地区内及 富⼭県森川地区 の利便性向上 利⽤促進 

継続事業 
概要 

○上榎地区内 ⾼度医療施設 ⾼次都市機能や⾼校 集 上榎市⾼⽥地区
当市 直接 列⾞ 無い え 鉄道⽇本海 い ン う ン 直江津駅

乗換改善 利便性向上 利⽤促進 図  
○県境 接 富⼭県森川地区 ⾼度医療施設 ⾼次都市機能や⾼校 あ 朝⽇

町⽅⾯ 乗換改善 利便性向上 利⽤促進 図  

期待  
効果 

○近隣市町村 ⾼次都市機能 供受 や  
○市外 通勤や市内５⾼校 通学 利便性 向上  
 市内 近隣市町村 ⾼校 通学等 利便性 向上  
○鉄道 利⽤促進や近隣市町村全体 交流⼈⼝ 拡⼤  

実施主体 交通事業者 ⽷⿂川市 
実施時期 継続事業 平成４Ｂ年度〜令和 年度 実施 

 

施策⑨−４ ⾼速バセの利便性向上と利⽤促進 

⾼速 の利便性向上 利⽤促進 

森規事業 
概要 

○市内 ⾼速 周辺 既存 ー ン 駐⾞場 周知 強化 森 ー ン
駐⾞場 確保 い 検討  

○利⽤ 落 込 時期限定 割引運賃や利⽤者 ン ンテ 利⽤促進策 い 検討  

継続事業 
概要 

○⾼度医療施設 ⾼次都市機能 集中 森潟市 当市 直接 ⾼速 確保
維持 森潟県 連携 必要 運⾏費 助成  

 ・⾼速 確保対策補助⾦ 
○運⾏ や運⾏経路 ニー 合 い 検証  
○現状 森潟市 当市 乗換 唯⼀ 路線 あ 特 ⾼齢者や若年層 わ や

情報提供 利⽤促進 図  
期待  
効果 

○鉄道 森潟⽅⾯ 利便性向上 森潟⽅⾯ 公共交通 代替性 確保  
○遠距離 公共交通機関 普段乗 慣 い⾼齢者や若年層 利⽤ 促進  

実施主体 交通事業者 ⽷⿂川市 市⺠ 

実施時期 
森規事業 平成４Ｂ年度 関係機関 調整 

平成４Ｂ年度〜令和 年度 可能 段階 実施 
継続事業 平成４Ｂ年度〜令和 年度 実施 
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実施⽅針⑩ 安全・安⼼・快適 利⽤ 、市⺠、交通事業者、市 主体的 利⽤促進し育 地域公共交通網  
施策⑩−３ 駅舎等の利⽤環境改善ね向けた検討 

駅舎等の利⽤環境改善 向 た検討 
継続事業 
概要 

○市内鉄道駅 多 存在 移動経路や駅設備 段差や階段等 い ⻑期的 視点
⽴ 必要性 改善策 関係機関 検討  

期待  
効果 

○⾼齢者や体 不⾃由 ⽅ 利⽤ や い駅舎等 向 利⽤環境改善 図
 

実施主体 交通事業者 ⽷⿂川市 市⺠ 

実施時期 継続事業 平成４Ｂ年度 ニー 調査 
平成５２年度〜令和 年度 検討 

 

施策⑩−４ 待合施設等の利⽤環境改善 

待合施設等の利⽤環境改善 

継続事業 
概要 

○地域公共交通利⽤促進 ⾃治会や利⽤者団体等 路線 停留所待合室や駅駐輪場
建設・修繕 場合 要 経費 対 ⽀援  

 ・公共交通機関利⽤促進事業補助⾦ 
期待  
効果 

○⾃治会等 ⾃ ⾝近 地域公共交通 必要性 考え 機会 創出  
○安全・安⼼・快適 待合環境 経済的 整備促進  

実施主体 市⺠ ⽷⿂川市 
実施時期 継続事業 平成４Ｂ年度〜令和 年度 実施 

 

施策⑩−５ 乗れやすく、乗れたくぬろ⾞両の導⼊・更森 

・タク ー⾞両の ー化 

継続事業 
概要 

○路線 ⾞両 低床⼩型化 図 ワン テ プ ン テ プ 更森 促進
 

 ・ワン テ プ  現状８両 → 計画 両以上 
 ・ ン テ プ  現状５両 → 計画 ５両以上 
○ ー⾞両 ー化 図 ⾼齢者や妊産婦 ⼦供連 ⾞い ⽅〔⾞い

乗⾞ 想定〕 誰 利⽤ ニ ーサ ン構造 ⾞両 導⼊ 促進
 

 ・福祉 ー       現状３両 → 計画３両以上 
 ・ ニ ーサ ン ー〔※Ａ〕 現状２台 → 計画３両以上 

期待  
効果 

○⾼齢者 公共交通 利⽤ 際 い ⾞両 乗 解消  
○⾼齢者 ⾞両 構造 原因 利⽤ あ い 利⽤者 利⽤機会 創出

 
実施主体 地域公共交通協議会 交通事業者 ⽷⿂川市 
実施時期 継続事業 平成４Ｂ年度〜令和 年度 ⾞両更森 あわ 実施 

 

 

  

※Ａ ユニバー ンタク ーとは 
健康 ⽅ ⾜腰 弱い⾼齢者 ⾞い 使⽤者 ー ー利⽤ 親⼦連 妊娠中 ⽅ 誰

利⽤ や い" や い森 い ー⾞両 いう  
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乗 た ⾞両のラッ ン  
継続事業 
概要 

○市内各地域 移動 地域公共交通 ⽣ ⾒ 楽 周知 役⽴ ⾞両 ン 施
 

期待  
効果 

○⽬的地 移動 乗 機運 ⾼  
○既存 活 周知  
○広範囲 移動 広 ⼈⽬ 付 ⽣ 周知  

実施主体 地域公共交通協議会 交通事業者 ⽷⿂川市 
実施時期 継続事業 平成４Ｂ年度〜令和 年度 ⾞両更森 あわ 実施 

 

施策⑩−６ わきれやすい案内や情報提供 

わ やすい乗換等の案内 

森規事業 
概要 

○観光客等来訪者 わ や ⽬的地 最寄 駅や 停留所 ⾄ 路線や⾏ 先
利⽤可能 運⾏時刻 利⽤⽅法 乗換⽅法 運賃 案内 う案内⽅法 改善  

○地域公共交通 再編 合わ 利⽤⽬的 応 公共交通 使い⽅ 提案や 地域 ニー 合
わ 公共交通 プ等 媒体 適宜作成 更森 継続的 情報発信 ⾏い  

○公共交通利⽤ や公共交通利⽤ ー 等 合わ 掲載 テ ・
ン 関連事業 コ ニ ー ョン ー 活⽤ 図  

継続事業 
概要 

○当市 関わ 全 交通 分 や 表現 公共交通 プや利⽤ 作成や 市 ー ー
や⽷⿂川駅 サ ー 等 様々 媒体 通 統⼀的 表現 情報発信 ⾏い  

○地域公共交通 利⽤ う原因 わ や不安 解消 問合 や相談 気軽
環境 整え  

期待  
効果 

○観光客等来訪者 事前 公共交通利⽤ 検索 際 便利 当市 来訪 際 要所
要所 わ や い案内 提供 交流⼈⼝ 拡⼤ 地域公共交通利⽤ 促進

 
○網羅的 情報 取 扱い共通 ン 発信 利⽤者 安⼼感 与え 地域

公共交通 ー ー 向上 寄与  
○利⽤⽅法 提案等 総合的 情報発信 ⾏う 公共交通 使う 作  
○地域公共交通利⽤ 不安 解消 利⽤  

実施主体 地域公共交通協議会 ⽷⿂川市 交通事業者 

実施時期 
森規事業 平成４Ｂ年度 検討 

平成４Ｂ年度〜令和 年度 可能 段階 実施 
継続事業 平成４Ｂ年度〜令和 年度 実施 

 

定期的 わ やすい情報提供 
森規事業 
概要 

○地域公共交通再編 向 取 組 い 継続的 情報発信 再編 い 市⺠
合意形成 図  

継続事業 
概要 

○地域公共交通 維持確保 ⼤変厳 い状況 あ や利⽤状況 収⽀状況 推移
広報や ー ー 市⺠ 定期的 わ や 情報提供  

期待  
効果 

○地域公共交通 利⽤促進 現状 理解 い 必要 あ 知 機会 創出
 

○定期的 情報提供 市⺠ 公共交通 関 関⼼や問題意識 喚起  
実施主体 地域公共交通協議会 ⽷⿂川市 交通事業者 

実施時期 森規事業 平成４Ｂ年度〜令和 年度 実施 
継続事業 平成４Ｂ年度〜令和 年度 実施 
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施策⑩−７ MM ⼿法を取れ⼊ゎた積極的ぬ啓発活動と主体的ぬ利⽤促進 

市⺠等 出向 寄 添う利⽤促進活動 

継続事業 
概要 

○ 事業者 市 連携 路線 出張サ ン い 〜 開催  
○開催希望団体 元 出向 情報提供や不安解消 対話機会 創出  
○ 事業者 定期券や ー 等 出張販売 実施  
○ テ ・ ン 〔※Ｂ〕 ⼿法 取 ⼊ プ 構成 対話的 取組 通 公

共交通 利⽤ 対 意識 変化 促  

期待  
効果 

○市⺠等 抱え 潜在的 不安や不便 疑問 明 や 路線 等 関 理解 ⾼
 

○対話 細や 情報提供や利⽤促進  
○利⽤者や潜在的利⽤者 定期券や ー 等 購⼊ ⼿間 省 利⽤継続 促

進  
○複数 市⺠等 対 実施 相乗効果や⼝コ 効果 ⽣  

実施主体 交通事業者 ⽷⿂川市 
実施時期 継続事業 平成４Ｂ年度〜令和 年度 実施 

 

 

 

 

の乗 ⽅や公共交通利⽤ ーの学習機会の創出 

継続事業 
概要 

○路線 乗 ⽅や ⾞両等 説明 乗⾞体験 教室 各年齢層 応 開催
 

〇 テ ・ ン ⼿法 取 ⼊ プ 構成 公共交通 利⽤意識変容 ⽬指
 

期待  
効果 

○実際 ⾞両 触 乗⾞体験 ⾏う ⾝近 乗 物 あ いう認識や ー
意識 変化 促 路線 利⽤促進 図  

○特 幼少期 乗 ⽅等 学習 公共交通利⽤ 対 抵抗 少
 

○不特定多数 公共交通利⽤者 気持 利⽤ う公共交通 ー ⾝ 付
 

○潜在的利⽤者や不安や不便 感 い 利⽤者 接 軽減 図 利⽤ 繋
 

○ 運転⼠ 〔将来 〕職業 興味 う機会  
実施主体 交通事業者 ⽷⿂川市 
実施時期 継続事業 平成４Ｂ年度〜令和 年度 実施 

 

 

  

※Ｂ ビ ・マネ ン 〔MM〕とは 
３⼈３⼈ テ 〔移動〕 社会的 個⼈的 望 い⽅向〔過度 ⾃動⾞利⽤ 公共交通等
適切 利⽤ 等〕 変化 促 コ ニ ー ョン 中⼼ 交通政策 いう  



  ǖǹ．目指す姿の実現に向砕崎行う事業及びその主体  

- 39 - 

目

指

す

姿

の

実

現

┋

向

デ

┆

行

う

～

業

及

び

そ

の

主

体

 

鰆 

鰈 

鰒 

鰊 

鰄 

鰮 

鰛 

鰥 

鰤 

10 

11 

ベント 連携した利⽤機会の創出 

継続事業 
概要 

○⽷⿂川駅周辺 開催 祭 ⼤型 ン 合わ ワンコ ン 実施
 

○わ や 廉価 利⽤ や い運賃〔３回 乗降 ⼤⼈ 円 ⼩児 円〕設定 終
⽇運⾏  

○実施 あ 地域公共交通全体 連携  

期待  
効果 

○ ン 連携 家族や友⼈等 複数⼈数 利⽤や 普段 路線 利⽤ い
市⺠等 利⽤ 創出  

○ ン ⽷⿂川 い い地酒 飲酒機会 含 あ 公共交通利⽤ 安⼼
地酒や地元 う い 楽 い  

○わ や 利⽤ や い運賃設定 利⽤機運 ⾼  
○地域公共交通全体 連携 往路復路 異 交通 ー 利⽤ 波及効果 ⽣

 
○ ン 会場周辺 駐⾞場不⾜や道路 混雑 軽減  

実施主体 交通事業者 ⽷⿂川市 市⺠ 地域公共交通協議会 
実施時期 継続事業 平成４Ｂ年度〜令和 年度 実施 

 

商業施設等 連携した利⽤促進 
森規事業 
概要 

○商業施設 医療機関 ⾏政機関等 連携 地域公共交通利⽤ 楽 便利
快適 う利⽤促進 図  

期待  
効果 

○市内消費 地域公共交通利⽤ 相乗効果 ⽣  
○公共交通利⽤者 促進  

実施主体 交通事業者 ⽷⿂川市 市⺠ 地域公共交通協議会 

実施時期 森規事業 平成４Ｂ年度 検討 
平成５２年度〜令和 年度 可能 段階 実施 

 

⾼齢者、障害者及 ⼩中学⽣の地域公共交通を活⽤した外出等⽀援 

継続事業 
概要 

○⾼齢者 障害者及 ⼩中学⽣ 地域公共交通 活⽤ 外出や通学等 い ⽀援  
○路線 ⼤変 得 乗 放題定期券 ⾼齢者・障害者 及 ー 利⽤

場合 市 購⼊費⽤ ⼀部 助成  
○⾼齢者・障害者 う ⾝体的事情等 路線 利⽤ い⽅ ⽀援 場合 ー

券 ⽀給  

期待  
効果 

○地域公共交通利⽤ 係 利⽤者や保護者 経済的負担 軽減 利⽤ 促
 

○乗 放題 わ や 使いや い定期券 利⽤ 促  
実施主体 交通事業者 ⽷⿂川市 
実施時期 継続事業 平成４Ｂ年度〜令和 年度 実施 評価検証⼿法 確⽴ 
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鰆 
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10 

11 

施策⑩−８ ⾼齢者ねよろ交通事故の抑制と公共交通利⽤促進 

⾼齢者の運転免許⾃主返納 対す ⽀援 

継続事業 
概要 

○全国的 頻発 い ⾼齢者 加害者 交通事故 抑制 ⾼齢者 運転免許証 ⾃
主返納 促進  

○運転免許証返納後 公共交通利⽤ 転換 利⽤継続 促進 ⼀定 条件 満 返
納者 対 ー 等 配付  

期待  
効果 

○⾼齢者 抱え 運転免許証返納後 移動 不安 解消 返納 作  
○ 地域公共交通 利⽤促進 図  

実施主体 ⽷⿂川市 交通事業者 
実施時期 継続事業 平成４Ｂ年度〜令和 年度 実施 評価検証⼿法 確⽴ 

 

施策⑩−９ 路線バセ等運賃の検討〔乗継運賃、わきれやすい運賃体系〕 

路線 等運賃の検討〔乗継運賃、わ やすい運賃体系〕 

森規事業 
概要 

○路線 等 乗継割引 考慮 運賃体系 検討  
○路線 運賃体系 い 現在 円単位 距離制運賃 わ や い運賃体系 転

換 い 検討  

期待  
効果 

○乗継 利便性 低下 補う  
○運賃 わ や 利便性 向上  
○運賃体系 単純化 路線 ⾞両 運賃表⽰器等 機器搭載 不要 経

費削減  
実施主体 交通事業者 ⽷⿂川市 

実施時期 森規事業 平成４Ｂ年度〜令和元年度 ー ョン及 調査 運賃体系 ⾒直  
令和４年度〜令和 年度 可能 段階 実施 
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〔５〕事業 ケ ー  
さゎむど整理すち各事業ねていと，計画期間内ねがころセコズョーロを整理すむせ． 

 

 

実施⽅針③ 交流⼈⼝の拡⼤や地域活性化 役⽴ ち 連携した地域公共交通網  

施策 
o 

事業名 事業 
平成 

年度 
平成 

年度 
令和 

元年度 
令和 

４年度 
令和 

５年度 
令和 

６年度 
令和 

７年度 
令和 

８年度 
③−３ 

連携
地域公共

交通網 形成 

 ⽴地適正化計画 連携
地域公共交通網 形成 

森規
事業 

        

 地域 プ ン 連携 地
域公共交通網 形成 

森規
事業 

        

③−４ 
市⺠⽣活 ⽀
え 地域公共
交通網 確保 

 地域公共交通 確保 要
運⾏費等 助成 

継続
事業 

 
 

 

    

 

③−５ 
交流⼈⼝ 拡
⼤ 役⽴ 地
域公共交通網

形成 

 北陸森幹線⽷⿂川駅 利
⽤促進 

森規
事業         

継続
事業         

 鉄道 観光利⽤促進 

森規
事業 

        

継続
事業         

 観光 等 利⽤促進 森
観光 整備 

森規
事業         

継続
事業         

 森 観光 ー 整備
利⽤促進 

森規
事業 

        

継続
事業 

        

 

実施⽅針④ 鉄道 ネットワークの 適切 役割分担 効率的 地域公共交通網  

施策 
o 

事業名 事業 
平成 

年度 
平成 

年度 
令和 

元年度 
令和 

４年度 
令和 

５年度 
令和 

６年度 
令和 

７年度 
令和 

８年度 

④−３ 
鉄道

ワー 適切
役割分担 

 鉄道 ワー 適切
役割分担 接続改善 

森規
事業         

 
主 利⽤⽬的 合わ 通
学通勤利⽤ ⽣活利⽤ ⼆
分化 運⾏形態 構築 

森規
事業    

 
   

 

 

  

可能ぬ段階ど実施 

実施 

各地区ば検討状況ね応ずと対応 

継続的ね実施 

実施可能ぬ事業かる実施 

継続的ね実施 

検討 

可能ぬ段階ど実施 
 

継続的ね実施 

継続的ね実施 

検討 

乗換拠点ば設定・整備後ね実施 

乗換拠点ば設定・整備後ね実施 

凡例 
森規事業検討：  森規事業実施： 
継続事業検討：  継続事業実施： 

検討 

検討 

可能ぬ段階ど実施 

検討 

可能ぬ段階ど実施 

検討 
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実施⽅針⑤ ＪＲ⼤⽷線 沿線の魅⼒を 、 海 ⼭の交流を盛 上 地域公共交通  

施策 
o 

事業名 事業 
平成 

年度 
平成 

年度 
令和 

元年度 
令和 

４年度 
令和 

５年度 
令和 

６年度 
令和 

７年度 
令和 

８年度 

⑤−３ 
ＪＲ⼤⽷線
⼆次交通 整
備 利⽤促進 

 ＪＲ⼤⽷線 ⼆次交通 整
備 利⽤促進 

森規
事業 

        

継続
事業 

        

 

ＪＲ⼤⽷線 森
鉄道 楽 ⽅や北陸森

幹線 結節 ⽣ 利⽤
促進 

森規
事業   

 

    

 

 
実施⽅針⑥ えち トキ 鉄道の森駅設置 、 森た 需要を掘 起 す地域公共交通網  

施策 
o 

事業名 事業 
平成 

年度 
平成 

年度 
令和 

元年度 
令和 

４年度 
令和 

５年度 
令和 

６年度 
令和 

７年度 
令和 

８年度 

⑥−３ 
え 鉄
道⽇本海 い

ン 森駅設
置 

 え 鉄道⽇本海
い ン 森駅設置 

森規
事業         

 森駅周辺地区 連携 森
駅 ⽣ 地域 ⽀援 

森規
事業 

        

 森駅 利⽤ 促 ⽅
法 検討 整備 

森規
事業 

        

 
  

可能ぬ段階ど実施 

検討、交通 
事業者な調整 可能ぬ段階ど実施 

継続的ね実施 

実施 

詳細設計及ふ⼯事ば実施 

地域でくれ⽀援な森駅開業ね合わせと実施 

えちご押上ぴせい海岸駅開業 
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実施⽅針⑦ ネットワークの再編 、 持続可能性の⾼い地域公共交通網  

施策 o 事業名 事業 
平成 

年度 
平成 

年度 
令和 

元年度 
令和 

４年度 
令和 

５年度 
令和 

６年度 
令和 

７年度 
令和 

８年度 

⑦−３ 
ワー

乗換拠点
設定 効率的

形成〔競合
路線 ⾒直
集約〕 

 ワー 乗換拠点
設定 整備 

森規
事業 

        

 ワー 競合路線
⾒直 集約 

森規
事業         

 

主 利⽤⽬的 合わ 通
学通勤利⽤ ⽣活利⽤ ⼆
分化 運⾏形態 構築
再掲  

 

 

      

 

 
利⽤状況 合
ワー 運⾏形態 運⾏頻度

⾒直  

森規
事業    

 
   

 

 利⽤状況調査 実施 

森規
事業 

        

継続
事業         

 地域内移動 利便性向上 森規
事業 

        

 あ 連携強化 

森規
事業 

        

継続
事業         

⑦−４ 
公共的交通

地域公共交
通利⽤ 転
換 

 公共的交通 地域公共交
通利⽤ 転換 

森規
事業 

        

 学校統合 通学⽅法
検討 確保 

森規
事業 

 
  

 
   

 

⑦−５ 
ワー

運転⼠
確保・育成
⽀援 検討 

 ⼆種免許等 資格取得 対
⽀援 検討 

森規
事業 

        

 地区やＰＲＱ 公共交
通事業 ⽀援 

森規
事業 

 
      

 

実施⽅針⑧ 豊富 観光資源の活⽤ 、 観光客等来訪者の需要を喚起す 地域公共交通網  

施策 o 事業名 事業 
平成 

年度 
平成 

年度 
令和 

元年度 
令和 

４年度 
令和 

５年度 
令和 

６年度 
令和 

７年度 
令和 

８年度 

⑧−３ 
鉄道 観光利
⽤促進 

 鉄道 観光利⽤促進 再
掲          

 

⑧−４ 
点在 サ

や観光施設
観光⼆

次交通 整備 

 観光 等 利⽤促進 森
観光 整備 再掲           

 森 観光 ー 整備
利⽤促進 再掲          

 

 

  

実施 

⾒直す
基準等
ば検討 

検討 

データ収集・分析
⽅法ば検討 

ニーズ調査 
・検討 

可能ぬ段階ど実施 

可能ぬ段階ど実施 

関係者なば協議 

継続的ね実施 

検討 可能ぬ段階ど実施 

検討 可能ぬ段階ど実施 

実施 

データ収集ぱ継続的ね実施 

検討 乗換拠点設定・整備後ね実施 

可能ぬ段階ど実施 

各地区や NPO ば検討状況ね応ずと対応 

可能ぬ段階ど実施 検討 
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実施⽅針⑨ ⻑岡・森潟⽅⾯等 の ク 利便性を⾼ 、 ⾼次都市機能を享受しやすい地域公共交通網  

施策 o 事業名 事業 
平成 

年度 
平成 

年度 
令和 

元年度 
令和 

４年度 
令和 

５年度 
令和 

６年度 
令和 

７年度 
令和 

８年度 

⑨−３ 
鉄道 利便性
向上 利⽤促
進 

 鉄道 森潟⽅⾯ 利便性
向上 利⽤促進 

継続
事業 

        

 
鉄道 上榎地区内及 富⼭
県森川地区 利便性向上

利⽤促進 

継続
事業 

 
      

 

⑨−４ 
⾼速 利便
性向上 利⽤
促進 

 ⾼速 利便性向上 利
⽤促進 

森規
事業 

 
 

 
 

 
      

継続
事業 

        

 

  

継続的ね実施 

関係機関
な調整 

継続的ね実施 

継続的ね実施 

可能ぬ段階ど実施 
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実施⽅針⑩ 安全・安⼼・快適 利⽤ 、市⺠、交通事業者、市 主体的 利⽤促進し育 地域公共交通網  

施策 o 事業名 事業 
平成 

年度 
平成 

年度 
令和 

元年度 
令和 

４年度 
令和 

５年度 
令和 

６年度 
令和 

７年度 
令和 

８年度 
⑩−３ 
駅舎等 利⽤
環境改善

検討 

 駅舎等 利⽤環境改善
検討 

継続
事業 

 
 

 

 

   

 

⑩−４ 
待合施設等
利⽤環境改善 

 待合施設等 利⽤環境改
善 

継続
事業        

 

⑩−５ 
乗 や 乗

⾞両
導⼊・更森 

 ・ ー⾞両
ー化 

継続
事業 

        

 乗 ⾞両 ン  継続
事業 

        

⑩−６ 
わ や い案
内や情報提供 

 わ や い乗換等 案内 

森規
事業 

        

継続
事業 

        

 定期的 わ や い情報提
供 

森規
事業 

        

継続
事業 

        

⑩−７ 
MM ⼿法 取

⼊ 積極的
啓発活動

主体的 利⽤
促進 

 市⺠等 出向 寄 添う利
⽤促進活動 

継続
事業 

        

 乗 ⽅や公共交通利
⽤ ー 学習機会 創出 

継続
事業 

        

 ン 連携 利⽤機会
創出 

継続
事業 

        

 商業施設等 連携 利⽤
促進 

森規
事業 

        

 
⾼齢者 障害者及 ⼩中学
⽣ 地域公共交通 活⽤

外出等⽀援 

継続
事業  

 
 

 
   

 

⑩−８ 
⾼齢者 交
通事故 抑制

公共交通利
⽤促進 

 ⾼齢者 運転免許⾃主返
納 対 ⽀援 

継続
事業   

 

 

 

  

 

⑩−９ 
路線 等運
賃 検討〔乗
継運賃 わ
や い運賃体
系〕 

 
路線 等運賃 検討〔乗
継運賃 わ や い運賃体
系〕 

森規
事業  

    

  

 

継続的ね実施 

シミュレーション
及ふ調査等ば実施 

運賃体系 
ば⾒直す 

ニーズ
調査 

継続的ね実施 

継続的ね実施 

検討 

⾞両更森ねあわせと実施 

⾞両更森ねあわせと実施 

継続的ね実施、評価検証⼿法ば確⽴ 

継続的ね実施、評価検証⼿法ば確⽴ 
 

継続的ね実施、評価検証⼿法ば確⽴ 

可能ぬ段階ど実施 

継続的ね実施、評価検証⼿法ば確⽴ 

継続的ね実施、評価検証⼿法ば確⽴ 
 

可能ぬ段階ど実施 

検討 

検討 実施 

実施 
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３３．計画の評価検証の体制 
⽷⿂川市地域公共交通網形成計画ぱ，施策及ふ個別事業ば推進や，必要ね応ずち定期的ぬ計画⾒直す

ばちゃ，PＰCA サウケロねりろ進捗管理を⾏いむせ．段階ね応ずと関係者なば適切ぬコメョニコース
ランを図れぬぎる，計画ば実現ね向こと評価検証を実施すむせ． 

ぬが，計画全体を通ずち⼤くぬ PＰCA サウケロな合わそ，毎年ばヤニチレンゲや⾒直すを⾏う⼩し
ぬ PＰCA サウケロを両輪ど運⽤せろさなど，今後ばむっでければ進展ね合わそち柔軟ぬ⾒直すを⾏う
体制を担保すむせ． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評価の ケ ー  

確認・評価項⽬ 
確認年度 

H  H  R  R  R  R  R  R  
成果指標３ 地域公共交通 係 満⾜度〔 ン ー 〕 ― ― ― ― ― △ △ ● 
成果指標４ 地域公共交通 ー率 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 
成果指標５ 鉄道利⽤率 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 
成果指標６ 路線 利⽤率 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 
成果指標７ 路線 等運⾏ 係 市決算額 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 
補⾜指標 ＪＲ⼤⽷線 ⽣活⽬的・観光⽬的利⽤客数 ― △ △ △ △ △ △ ● 
個別事業 実施状況評価及 適宜⾒直 〔活動指標 把握〕 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 
計画全体 評価 ― ― ― ― △ △ △ ● 

●：最終評価 確認  〇：進捗状況 確認  ▲：調査実施  △：必要 応 実施  

全体 P A サ  

⼀年 P A サ  


